
2273

612. 60

｢い そ ご か い 」(Nereis mictodonta, Marenzeller.)

ノ 生 殖 細 胞 ノ發 生 ニ 就 テ

岡山醫科大學生理學教室(主任生沼教授)

馬 場 武 夫

内 容 目 次

第1章　 緒 言

第2章　 研究材料及ビ研究方法

第3章　 動物學的特性概要

第4章　 實驗成績

第5章　 總括竝ニ考按

第6章　 結 論

主要文獻竝ニ附圖

第1章　 緒 言

環形動物毛足類中,多 毛類ニ屬スル動物ハ某ノ種類極メテ多ク,從 ツテ其ノ習性ニ就キテモー様ナラズ.

多 クハ雌雄異體ヲ呈スルモ,或 ルモノニ於テハ同體ナルモノア リ.而 シテ今 茲ニ余 ノ報告セントスル和名

「いそごかい」,學 名Nereis mictodanta, Marenzeller.ハ 本邦各地海岸沙中ニ産 スルモノニシテ,之 ガ卵細

胞ハ年中殆 ド各時期ヲ通ジテ存 シ,唯 其ノ發育程度竝ニ數ニ於テ多少ノ差異ヲ見出サルルノミナレ共,雄

性生殖細胞 ノ發來ニ至 リテハ尚ホ詳ラカナラザル點 多キモノノ如 シ.又 後述ノ如ク沙蠢ニ於テハ全ク精蟲

ヲ發見スル事能ハズ,是 ニ於テ余ハ生沼教授 ノ懲慂ニ從ヒ「いそごかい」ニ就キ専ラ精蟲 ノ有無及ビ若シ有

ル時ハ其ノ發生 ヲ究 メン卜シ,昭 和4年5月 ヨリ之ガ研究ニ當 リ次章以下ニ述ブルガ如キ材料竝ニ研究方

法ニヨリ,遂 ニ之 ヲ發見 シ得タルヲ以テ之ガ報告ヲナサントスルモノナ リ.

飜 ツテ本動物ニ關スル文獻ヲ見ルニ,本 蟲ハ1879年 初 メテMarenzeller氏 ニヨリテ報告セラレ,沙 蠶科

(Lycoridae)中 ノ沙蠶ノ1新 種 トシテ記載セヲレタルニ初マルモノナ リ.即 チ氏ハRoretz氏 ノ探集セル本

邦産 ノ材料ヲ用ヒテ茲ニ之 ヲ報告セリ.然 レ共今日マデノ研究ハ概ネ動物學的方面ノミニシテ未ダ之ガ生

殖細胞 ノ検索 ニ從事セル者アルヲ聞カズ.唯 動物學上同科ニ屬スル「いとめ」ニ岡シテハ,飯 塚博士 ノ詳細

牙ル記載アリ.又 沙蠢ニ就テハ同博士ハ曾テ “「沙蠶｣(Nereie diversicolor, O. F. Mull.)ニ 就テ ”ナル題

下ニ “余ハ其ノ體腔中ニ未成熟 ノ卵ヲ見シ事屡々ナレ共,未 ダ曾テ精蟲ヲ見シ事ナシ,唯 桑實状ヲナセル

細胞塊ヲ見ルノミ,之 レ後ニ發育 シテ精蟲 トナルモノナランカ.” ト記載 シ,後 大正15年 岡山縣八濱町産

沙蠶(Nereis japonica, Izuka.)ニ 就テ,其 ノ群泳生殖時ニ卵膠質外被ニ精蟲ノ多數附着シテ存スルヲ發見セ

ラレタリトイフ.然 レ共尚ホ其ノ發生ニ關 シテハ記載セラレズ.
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第2章　 研 究 材 料 及 ヒ碗 究 方 法

研究材料ニ供セル「いそごかい」ハ高松市省線停車場西北 ノ大的場附近海岸沙中ニ棲息スルモノニシテ,

地方人ハ之ヲ「すなくら」「べろこつ 」或ハ單 ニ「む し」等 ト稱 シ釣餌 卜ナス,蓋 シ俗稱｢べ ろこ」ハ好 ンデ本

蟲 ヲ食スルニヨルモノナラン.即 ヲ余ハ昭和4年5月 以來或 ルー定ノ間隔ヲ置キテ本蟲ヲ探取シ,之 ヲ酒

精Formalin時 ニハMuller氏 液 ニテ固定シタル後法ニ從ヒテ專 ラParaffin切 片 ヲ作 リ, Haematoxylin-

Eosinノ 普通染色ヲ行 ヒテ鏡檢シ,如 何ナル時期ニ,如 何ニシテ如何ナル部分 ヨリ生殖細胞 ノ發來スルヤ

ヲ觀察セン卜セリ.而 シテ間隔日數ハ概 ネ毎週1囘,一 定曜日ニ捕獲檢スルヲ原則 トナシタレ共,其 ノ間

滴宜10-14日 目 ニ1同 或ハ3-5日 目ニ檢セル場合モアリ.又 或 ル時期 ニ於テハParaffin切 片作製ノ傍ラ

同時ニ新鮮材料 ヲ其 ノ儘破砕堅挫シテ鏡檢セリ.

第3章　 動 物 學 的 特 性 概 要

沙蠢科ニ屬スル動物ハ其 ノ種類多クシテー見相類似セル外觀 ヲ呈ス ト雖,仔 細ニ比較研究スル時ハ其ノ

間自ラ差アリ.殊 ニ顯著ナルハ其ノ物ノ構造ナ リ卜ス.即 チ本研究材料 ニ使用セルモノモ亦形態上一見沙

蠢(Nereis japonica, Izuka),「 い とめ」(Cerntccephale Osawai, lz.)卜相似 タルヲ以テ,先 ヅ之ガ動物學的

特性ノ概要ヲ述ベテ之等 ノモノ卜ノ主ナル相違點ヲ記載セントス.

本動物ハ各地海岸 ノ沙中,殊 ニ干満兩潮線ノ間ニ棲息スルヲ常 卜シ,干 潮ノ時 ト雖,沙 蠢ノ如ク露出セ

ル泥沙 ノ表面ニ圓孔ヲ残ス事ナキヲ以テ單ニ沙礫 ヲ掘 リ返セベ容易ニ捕 フル事ヲ得.而 シテ高松地方ニ於

テモ干潮時露出沙面 ヲ僅カニ掘 レハ容易ニ之ヲ發見スルモノニシテ,殊 ニ小ナル岩石 ヲ除ク時ハ多クハー

時ニ數匹ヲ捕へ得ベシ.

環節數ハ95-135,體 長75-110mmマ デ ノ細長ナルモノニシテ,體 幅亦5mm位 ノモノヲ最 トス.體 色

ハ生活時ニ於テハ腹背 ニ於テ少 シク異ナ リ,背 面前部ハ暗禍色ニシテ「Formalin」固定液中ニテハ淡青色ヲ

呈ス.爾 餘ノ部ハ褐色 ヲ帯ビ,尾 端ニ近ヅクニツレテ淡クナ リ時ニハ淡黄色ニ見ユル事ア リ.腹 面ハー般

ニ背面 ヨリハ淡キ褐色 ヲ呈ス.背 面ノ中央ニ存スルー條 ノ赤色線ハ血管ニシテ體ノ後方ヨリ前方ニ向テ波

状運動ヲ示スヲ見ル,而 モコノ血管ハ體ノ前端部即チ頭部ニ達 スレバ忽然 トシテ消失スル外,體 ノ爾側ニ

存スル疣足ニ向テ枝 ヲ分 ツガ爲メニ疣足ハ紅色 ヲ呈ス.

沙蠢科動物 ノ分類上最モ重要ナル位置ヲ占ムルモノハ前述 ノ物ニシテ,今 一對ノ大顎ヲ有スルロヨリ充

分ニ引キ出ザ レタル物ニ就キテ觀察スル時ハ次 ノ如キ所見ヲ得ベシ.通 常物ハ第12リ 第VIIIニ 至 ル8區

ニ區分セラレ,此 處 特有ナル像ヲ認ムルモノナリ.各 區ハ下ノ如 シ.

第I區　 物ノ前部背面,大 顎ノ基部中央ヲイフ,

第II區　 ハ第I區 ノ爾側,

第III區　 ハ物ノ前部腹面大顎ノ基部,

第IV區　 ハ爾側面ニシテ第II區 卜第I1I區 卜ノ

間 ニアリ,

第V區　 ハ突出セル物 ノ後部背面中央,

第VI區　 ハ第V區 ノ兩側面,

第VII及 ビ第VIII區　 ハ即チ物ノ後部 ノ腹面及

ビ爾側面.

今 沙 蠶 科 ニ屬 ス ル 代 表 的 ナルNereis Japonica, Izuka.(和 名 沙 蠶),及 ビCeratooephale Osawai, Iz.

(和 名 い と め)竝 ビ ニ本 蟲 ノ物 ニ就 キテ 比 較 ス レバ 第1表 ノ如 シ.
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「い そ ごか い 」(Nereis mictodonta, Marenzener.)ノ 生 殖 細 胞 ノ發生 ニ就 テ 2275

第1表

上記 ノ如 グ「沙蠶」「いそごかい」ノ吻ニハ小顎(Paragnathi)ヲ 有スレ共,「いとめ」ニアリテハ之ニ代フルニ

柔軟ナル小突起ヲ以テス.而 シテコノ小顎ハ此ノ類 ノ動物ヲ分類スル1標 徴 卜ナルモノ卜ス.(第1圖 參照)

第1圖　 (日 本動物圖鑑 ニ據 ル)

A

「いそごかい」ノ頭部,吻

及ビ疣足

1頭 部及ビ吻ノ表面

2同 上裏面

3常 時 ノ第16疣 足

4生 殖時ノ第40疣 足

5生 殖時ノ長剛毛

6平 時 ノ短剛毛
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次ニ疣足 ノ形状 ニモ各々差異アルヲ認ム.然 シテ此ノ疣足ハ其ノ屬スル體環節1位 置 ニ從 ヒテ同ーナラ

ズシテ,其 ノ差異ハ體ハ前部ニ於テ甚シトス.疣 足ハ上,下 枝ノ2部 ヨリナリ肉質柔軟ニシテ關節ヲ有セ

ズ,運 動ニ與カル外呼吸作用ヲ螢ムモノナリトイフ.各 枝ニ夫々剛毛束 竝ニ之ヲ支持センガ爲メ黒色ニシ

テ丈夫ナル各1本 ノ足刺(Aciculae)ヲ 有 シ,且 足舌(Ligula)ヲ 備 フ.各 疣足基部ニハ腹背各1箇 ノ細長ニシ

テ屈伸自在ナル觸髪(Cirri)ヲ 有 ス,剛 毛束中上枝ニ屬スルモノハー 様ナル尖状 ノ長剛毛ニシテ,下 枝ニ屬

スルモノハ長短2様 アリテ足刺 ノ上部ニアル束ハ上枝 ノ卜同様ノ長剛毛ノ他ニ鎌状 ノ短剛毛ヲ備へ 足刺

ノ下部ニアル束ニハ少數 ノ不等ナル長剛毛 卜多數ノ短剛毛 卜アリ.(第1圖A)

以 上所説ノ如ク本動物ハ之 卜類似 ノモノト誤 リ易キモノニシテ,之 生殖ニ關 シテモ「沙蠶」「いとめ」ハ毎

年11月 ヨリ翌年1月 頃ニ亙 リテ群泳受精ヲ行フ事ハ衆知ノ事實ナルニ反シ,本 動物 ノ生殖物ハ次章ニ於テ

述ブルギ如 ク全 ク研究當初 ノ豫想ヲ裏ギリ,4月 下旬 ニ至 リテ初 メテ充分成熟セルモノヲ發見セラレタルガ

如キ種々ナル差異ヲ有スルモノナ リ.

第4章　 實 驗 成 績

巳ニ述べシカ如ク余ノ之 ガ,研究ヲ開始 セシハ昭和4年5月24日 ニ初マル.即 チ此 ノ時ニ於ケ

ル動物 ノ状態ハ前章記載 ノ如キ所見ヲ呈シ何等特別ノモノヲ認 ムル事能ハズ.鏡 檢上其 ノ或ル

モノニ於テノL少 數 ノ未熟卵 ヲ認 メシ卜雖モ,精 蟲若クハ之ニ類似 セル何物 ヲモ發見スル事ヲ

得ズ,セ且又蟲全體ノ外表檢査ニ於テモ雌雄ヲ刹定 スル何等 ノ特徴ヲモ認 メザ リキ,即 チ此ノ時

ニ發見セシ卵 ハ其 ノ形小ニシテ胚胞ハ著 シク大,從 ツテ卵ハ殆 ド全ク胚胞ナルガ如キ觀ヲ呈セ
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「い そ ご か い」(Nereis mictodonta, Marenzelier ,)ノ 生 殖 細 胞 ノ發 生 ニ 就 テ 2277

リ.之 等 ノ卵 ハ體腔竝 ニ疣足内ニ散在性ニ存在 セリ.爾 後研究ヲ持績 シ行ク ト雖 モ,精 蟲又ハ

將來之ニ變化 スルナラント思考 セラルル細胞 ラ發見スルニ至 ラズ.此 ノ間卵細胞 ハ動物探取ノ

日時ニヨリテ異ナ リ,其 ノ數ニ清長ア リト雖モ爾屡々發見セラレタ リ.

飜テ考ラルニ本研究 ニ著手 セシ最初ニ於テハ,本 蟲モ亦上述「沙蠶」及 ビ「いとめ」ノ如ク晩秋

若 クハ初冬 ノ候ニ至 リテ,殊 ニ満月或ハ新月等 ニ關係 シテ特殊 ノ状況テ示 スモノ出ハ非ズヤト

考ヘ注意觀察セシ毛逐ニ此ノ現象ヲ發見スルニ至 ラズ,且 嚴重ニ1週1囘 宛,時 ニハ3-5日 目

毎 ニ捕獲 シ連續切片ノ鏡檢 タ行 アキ之亦徒勞 ニ歸 セリ.又 卵細胞 ノ發 見モ8月 下旬 ヨリ9月 中

旬過 ギニ亙 リテハ極 メテ少數 トナ リ,爲 メニ或ル時 ノ材料 ニ於テハ多數 ノ標品中唯1箇 ノ卵 ヲ

モ發見 シ得ザ リシ事アリ.然 レ共10月 ニ入 リテ ヨリハ體腔内稍々趣 キヲ變シ來 リ,發育途上 ニ

アル卵細胞中其 ノ進行セルモノニ於 テハ, Ooplasma中 ニ著 シキ脂肪球テ認 メ,胞 體亦増大 シ

來 レルヲ見,且 卵子ハ後述セン卜スル濾胞細胞ノ集團 ヨリナレル網状組織中ニ浮 ヒタルガ如キ

觀ヲ示 セリ.而 シテ此 ノ網状組織ハ胞體 ノ1側 ニ核ヲ有 シ細胞 ノ大部分空泡状ニ見ユルモノノ

集マ レルモノニシテ.其 ノ發生原基ハオ ソラク體腔上皮ナルベク且生殖細胞 ノ發育ニ役立 ツセモ

ノナラン.(第2圖 及 ビ附圖A)

第2圖

D.腹 壁 ノー 部

E.卵 細 胞

F.所 謂 濾 胞 細 胞 ヨ リナ レル網 状 組 織

L.體 腔

P.幼 弱 卵

(29/XII 1929材 料)

以下記載ニヲ簡明ニセンガ爲 メー, 10月 以降ハ動物採取日時ヲ基準 トシテ著明ナル所見ヲ概述

セ ン トス.

上 述 所謂濾胞細胞 ハ腸管周圍 ニ於 テ部 分的 ニハ已 ニ早 ク ヨリ發 見セ ラ レ集 マ リテ 網 状 ニ見

ー.コ ノ部 ハ「エオ ジ ン」ニヨリテ僅 カニ染 色 スル外,核 ハ「ヘマ トキ シ リン」ニ濃染 シテ細 胞體

ノ１側 ニ偏在 シ,濾 胞状 ノ觀 ヲ呈 スルモ ノニ ミテK. C. Schneider氏 ノ所謂Follike1zellen
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ナル ヘ シ ト思考 ス. 10月5日 ノ材料 ニ於 テハ此 ノ所 見著明 ニシテ,コ ルモ ノノ間 ニ各階級 ノ卵

子 ヲ認 ムル ノ ミニ シテ,未 ダ精 母細 胞 ノ片影 タニ發見 モラ レズ.且 コノ時期 ニ於 テハ卵 子 ノ數

ヨ リモ網状組織 ハ著 シク廣 汎 ニ存在 セ リ.(第2圖)

17/X1929.コ ノ 日ノ材料 ニ於 テモ尚 ホ卵 ノ ミニ シテ,確 實ナル雄性生 殖細 胞 ヲ發見スル事能

ハズ.然 レ共 余 ハコノ時初 メテ體腔 内ニ後述 セン 卜スル精母細胞 ノ原 基ナル ベ シトノ疑 ヲ抱 カ

シムル1種 ノ細胞團 ヲ發 見 セ リ.乃 チコノモノハ「ヘマ トキ シリン」濃染 ノ核 テ有 シ數 箇宛群集

シテ散在 セル モノ ニシテ,其 ノ周圍 ニハ卵子 ヲ含 ムモノニ於 ケル ト同様 ノ網状組織 ヲ有 ス.一

方10月20日 岡 山縣見島郡八濱町海邊 ニテ得 タルNereis japonica, Izuka.ユ 於 テ モ亦同一 ノ

細胞 集團 テ少數認 ムル事 ヲ得 タ リ.カ ク ノ如 クニシテ余 ハ興 味 テ以 テ觀察 中途 ニ次 ノ如 キ所見

テ發 見 セリ.乃 チ

3/XI 1929.初 メ テ確實 ニ精 母細胞 ヲ發 見ス.コ ノモ ノハ數箇乃至10箇 位恰 カ モ桑 實状 又ハ

「イチゴ」状 ニ群集 セルモ ノニ シテ,「 ヘ マ トキ シ リン」ニ濃染 シ體腔 内及 ビ疣 足中ニ散在 セ リ.

然 レ共全體 卜シ テ尚 ホ小且少數 ナ リ.加 之 コノ周 圍 ニハ上述 ノ如 キFollikelzellenノ 集 團 チ

件 ヘ リ.爾 後次第 ニ發育 増大 シテ著 明 ニ出現 シ來 リ,卵 子 モ之 ニ伴 ヒテ發育 ヲ示 セ リ.

12/XII 1929.卵 子 ノ發育著 シクナ リ,數 モ亦増 加 シ來 リ體腔竝 ニ疣 足内 ニ殆 ド充満 セン ト

スル ニ至 レルモ ノア リ.之 ト同時 ニ精 母細胞 ノ發 育 モ次 第 ニ加 ハ リ來 ル.然 リ卜雖 モ コノ状體

ハ長期 間持績 シテ遅 々 トシテ進 マズ,後 二述 ブル ガ如 ク最初發 見以來實 ニ5箇 月 ノ 日子 ヲ要 シ

テ漸 ク精蟲 ニ移 行 スル モノナル事 テ知 レリ.其 ノ間 コノ細胞集團 ノ大 サバ區 々ナ レ共,全 體 ト

シテハ極 メテ徐 々 二堆大 シ,次遂 ニハ體腔 ハ勿論疣 足内 ニモ充満 シ,「 ヘマ 卜キ シリン」濃染 ノ性

アル カ爲 メニ,後 ニハ染 色標 本 ニ於 テ肉眼 上容易 ニ本細胞群 ナル事 ヲ知 リ得 ル程 トナ レ リ.(第

3圖)

加之カノ所謂Follikelzellenハ 毎常之ヲ證明 シ,雌 雄兩生殖細胞周圍ニ認 メ得ルヲ常 トス.

然 レ共其 ノ機能 ニ就テハ今日尚ホ之ヲ詳カニスル事 ヲ得ザ レ共,恐 ラクハ生殖細胞ノ發育 ニ干

與スルモノナラン.

更ニコノ頃 マデニ於 ケル卵細胞 ノ懸體 ヲ概設 スレバ,余 ノ研究當初ニ認 メタ リシ,細 胞ノ大

部分胚胞 ニヨリテ占メラレタルガ如キ感 アリシ幼弱卵細胞 ハ,コ ノ期ニ及 ンデハ殆 ド全ク之ヲ

見ル事難ク,發 育増大セル卵子ハ其 ノ1側 ニ胚胞ヲ有 シ,其 ノ中ニ胚斑 ヲ藏 ス.卵 ノ大部分ヲ

形成 スルモノハOoplasmaニ シテ其ノ中ニ多數 ノ小脂肪顆粒 ト,少 數 ノ大脂肪顆粒 トヲ含有

ス.カ クノ如 クニシテ多數 ノ卵子 ヲ包藏 スル雌蟲 ニアリセテハ,體 壁 ヲ通 シテ之ヲ認識 シ得ヘク

體全體 トシテ白色 ニ見ユル外,コ ノ體節 ヲ切 リテ内容 テ硝子上ニ壓出スル時ハ,肉 眼ニテモ卵

子 ハ白色ノ粟粒様 ノモノ トシテ認 ムル事ヲ得 レ共,雄 性生殖物ハ單 ニ乳白色液 トシテ見ラルル

ノミ.然 レ共蟲至體ノ外表檢査 ニ於テ直チニ其 ノ雌雄ヲ決定セン事ハ尚ホ比較的難事 ニ屬 シ,

余 ノ經驗 ニヨレバ上記體表 ヲ通シテ認 メラルル白色物 ノ他,雌 蟲 ハ雄蟲 ニ比 シ概 シテ其ノ體幅
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第3圖

稍々大 ナルノ ミ.

其 ノ他尚ホ余 ハ動物全體 ニ亙 リテ之 ガ切片 ヲ作製 シ,以 テ生殖 細胞 ハ或 ルー定體節 テ限 リテ

發生 スル ヤ否 ヤヲ檢 セ ン トセ リ.然 レ共余 ノ成績 ニ於 テハ少ナク共本動物 ニ於 テハ,一 定體節

ニ限局 シテ發生 セ.リ 卜ハ認 メ難 ク,全 體腔 ニ充満 シ何 レノ體節 ニテモ見 ラ レタ リ.固 ヨリ各體

節 ニヨ リテ多寡 ハ ア リ卜雖概 シテ中央體節附近 ニ多 キモノノ如 シ.

カ クノ如 キ状態 ハ本年 二入 リテモ尚ホ維續 シ, 1-3月 ニ至 ル間極 メテ遅 々タル發育 ヲ トリテ,

遂 ニ4月 ニ入 レリ.然 リ ト雖 モ其 ノ中旬 ニ至 ルモ尚ホ精 糸 ヲ見ズ.

10/IV 1930.コ ノ時 ノ材 料 ニ於 テ ハ精細胞群 ハ著 シク其 ノ趣 キヲ變 シ來 リ,新 鮮 材料 ヲ壓砕

シテ鏡檢 スル ニ實 ニ第4圖 ノ如 キ所見 ヲ示 セ リ.乃 チ第3圖 乙 ニ示 セル ガ如 キ群集 セシ精細胞

ハ甚 シク分裂 シテ尚 ホ密集 ス 卜雖 モ,其 ノ個 々ノモノハ遙 カニ小 卜ナ レ リ.コ ノ所見 ヨ'リ精細

胞 ノ發育 ハ正 ニ其 ノ終 リニ近 ヅカ ン 卜セル ヲ想 ハ シムルニ至 レリ.同 時 ニ染色 切片 ニ於 テモ,

今 ヤ體 腔 内一面 ニ密集 シ,網 状 組織 ハ遙 カニ其 ノ量 ヲ減 シ最初 ノ所見 ト正反對 トナ レル ヲ示 セセ

リ.カ クテ遂 ニ27/IV 1930.ニ 至 ルヤ今 マデ ノ密集群 ハ最早 ヤ發 見 スル事難 ク,集 團ハ全 夕

散亂 シテ體 腔竝 ニ疣足内 ハ殆 ド之 ニヨ リテ占 メラ レ,縦 断切片 ニテハ腸管 ノ兩側 ニ帯状 ニ配 列

シ,肉 眼上明 カニ之 テ認 識 シ得 而 シテ其 ノ個 々ノモノハ大部分尚 ホ球 状 ニシテ,「 ヘ マ 卜キ シ

リン」ニ好 染 シ,其 ノー部ハ桿状 トナ リテ之 ヲ注頑 スル時一端 ニ繊毛 様 ノモノ ヲ認 ム.然 リ ト雖
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尚ホコノ標品ニ於テハ未ダコノ桿状物 ノ運動ヲ

確認 スル事テ得ザ リキ.サ レド此ノモノハ早晩

自動運動ヲ行フ精子 ニ發達 シ行クモノナル事ノ

想像ハ容易 ニ行ハ レ得ルモノニシテ,精 蟲ノ發

現正ニ目睫 ニ迫 レルヲ推想 シ得タルヲ以テ,余

ハ材料檢査 ヲ頻囘ニナサ ントシ29/IV 1930.再

ビ檢索ニ從事 セリ.コ ノ日得タル材料 ニテ已ニ

外表檢査ニヨリテ知 リ得タル特有 ナル所見テ述

ブレバ, a)體 艮及 ピ外形 ニ於テハ今マデノモ

ノ ト著變ナシ卜雖, b)其 ノ着色ハ特有ニシテ,

雄蟲ハ背面美麗ナル淡紅白色,雌 蟲ハ青緑色ヲ

呈 シ,體 節 ヲ切断 スルニ雄蟲ハ乳白色 ノ液 ヲ出

シ,雌 蟲ハ肉眼上ニモ明カニ卵子ナル事ヲ知 リ

得ル粟粒様淡青色 ノ卵ヲ出 ス.而 シテc)疣 足

亦著明ノ變化(第1圖5)ヲ 來 シ,形 甚シク複雜

トナ リ上下枝 ニ於 ケル背,腹 觸鬚 ノ基部竝ニ下

第4圖

10/IV 1930.新 鮮 材 料 ヨ リ直 チ ニ鏡 檢 ス

枝 ノ末端部ニ各扇状 ノ突起7生 ジ,剛 毛亦大 ニ伸展 シテ橈状 卜ナ レリ.コ レラ疣足ニ於クル變

化ハ巳ニ先人 ノ研究 ニヨリテ明力 卜ナレル所 ニシテ余 ノ所見亦之ニ一致 ス.

今ヤ本材料中雄蟲 ニ就キテ遂ニ精子ヲ發見スル事ヲ得タ リ.即 チ無染色標本ニツキテ檢 スル

ニ,橢 圓形ニシテ尖端稍々鏡且光 リテ見ユル頭部ニ次 ギテ,之 ニ接續セル極 メテ細 キ繊毛状 ノ

尾部 ノ2部 ヨリナ リコノモノヲ動 カシテ前進 ス.其 ノ大サ頭部卒均3.5μ,幅 約2μ,尾 部ヲ合 シ

テ大約25μ ニシテ末端 二至ルニ從 ヒテ細 シ:此 ノ所見ハ暗視野装置ニテ見ル時特 ニ著明ナリ卜

ス.然 レ共染色標本ニテハ尾部ハ殆 ド認 メ難 シ.以上ノ如キ全ク成熟セル雄蟲ヲ少量 ノ70%｢酒

精」中ニ投 シテ麻醉 セシムレバ,ロ 及 ビ疣足基部 ヨリ盛ニ乳白色 ノ生殖物 ヲ噴出 シ,凝 固 シテ蛋

白質 ノ如 クナレリ.而 シテ精子集群 ノ間ニハ空泡ヲ認 メ,尚 ホカノFollikelzellenハ 最後迄存

シ コノ期 ニ及 ンデハ其 ノ直經27-50μ ニ達 セリ.

又卵 ハ極 メテ大 トナリ其ノ直径140-180μ ニ至 リ,中 ニハ200μ 以上ニ達セルモノアリ.

即チ昨年11月 初メテ發見セラレシ精母細胞ハ,極 メテ緩漫ナル發育過程テ辿 リテ漸ク本年4

月末初メテ精糸 ニ變化 セルモノニシテ,コ ノ所見ハ尚ホ何日頃迄持續 セラルルヤヲ追求 セン卜

シテ6月 初旬 ニ及べ リ.然 ルニ11/V探 取ノ材料ニ於テハ尚ホ精蟲ヲ發見シ得タ リ卜雖, 17/V

ノ モノニ於テハ已ニ早 ク殆 ド全 ク其 ノ影 ヲ沒 シ,卵 ノ數モ著 シク減少 シ多其 ノ後 ニ於 ケル材料

ニテハ唯僅カニ少數 ノ卵子 ヲ認 ムルノ程度 トナ レリ.之 ニ伴 フテ外表檢査ニテ已ニ想像 シ得 ラ

レシ卵所見モ陰 性 卜ナ リ,其 ノ着色ハ第1章 所説 ノニ如 クナ リ,茲 ニ全ク生殖ヲ完了セルモノナ
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ル事ラ知 レリ.

以上述 ブル所 ニヨリ余ノ調査 セル「いそぐかい」ニ於テハ,其 ノ生殖細胞ハ極 メテ長キ發育期

間ヲ經テ,比 較的短時 日ノ間ニ生殖 ヲ菅 ムモノニシテ,カ ノ「沙蠶」「いこめ」ノ如ク群泳生殖ス

ル事ナク,、又成熟動物體 ノ前或ハ後部力分離 シテ生殖産物ヲ放出スルガ如キ事實モ認 メ難 シ.

翼新月若クハ満月ノ夜,満 潮時等 卜ノ關係モ唯1囘 ノ調査ラル ガ故 ニ今直チニ之ヲ確言 シ得ザ

ルモ概 シテ之ナキガ如 シ.

第5章　 總 括 竝 ニ考 按

以 上所説 ノ如 ク余 ハ昭和4年5月 ヨ リ同5年6月 初旬ニ至 ル満1箇 年 間 ニ亙 リテ行 ヘル 「い

そごかい」ノ調査研究 ニ於 テ,遂 ニ之 ガ生殖細 胞,殊 ニ精轟 ノ發生 ニ關シ テ鮮明 ニナ シ得 タ リ卜

信 ズ.即 チ卵子 ハ鏡 下 ニ之 テ窺 ヘバ殆 ド四季 ヲ通 シテ容易 ニ認識 シ得 卜雖 モ,其 ハ精蟲 ハ春季

唯 一定 期間 ノ ミニ發 現 スル カ故 ニ看過 サ レ易 キ憾 ミ多 シ トス.然 レ共其 ノ原細胞 ハ已 ニ早 ク前

年 ノ10月 末,又 ハ11月 ノ候 ニ於テ出現 シ,本 文記載 ハ如 ク甚 ダ緩漫 ナル經過 ヲ 卜リテ約牛歳

ハ後精 蟲 ニ移行 スルノ性 ヲ有 ス.

抑 々生殖 細胞 ハ各動物 ノ種 類 ニヨ リテ差異 ア リ卜雖 モ, Ektoderm, Entoderm,或 ハ體腔 内

ノEndothelヨ リ發 育 シ來 ル モノ ニシテ,或 ルモ ノニ於 テハUrgenitalzelleノ 外 ニTrocho

cytenヲ 伴 フ事 ア レ共,後 者 ハ更 ニ發 育 ヲ遂 グル事 ナク シテ死滅 ノ運命 ヲ有 シ,前 者ハ次第 ニ

發育 シテ只 ニ生殖 細胞 ノ ミナ ラズ,若 シ雌性 ノモノニ ア リテハ コノ外 ニWachstumszelleヲ

モ生 ズルモノナ リ.カ ク ノ如ク ニ シテUrgenitalaelleヨ リ分化 シテ生 セル生殖細 胞ハ動物 ノ

性 ニ ヨ リテ分 チテ之 ヲ次 ノ2種 卜ナ ス.

a) Ureier. (Oogonien.)

b) Ursamen. (Spermogonien.)

之等 ハ中卵細胞 ハ分裂 ヲ行ハズ シテ遂 ニ成熟増 大 スル モ ノナ レ共, Ursamenハ 分 裂 シテ絶

エズ其 ノ容積 ヲ減 シ,胎 生學的 ニハ1ツ ハ卵細胞 ニ等 シキ所謂Samenzellsippe (Spermo

genne)ヲ 形 成 ス.即 チ生殖細胞 ハ カク ノ如 キ状態 ヨリ.爾 後 一定 ノ階級 ヲ經 テ途 ニ成熟卵 若ク

ハ精蟲 ニ移行 スル モノニ シテ之 ヲ模 型的 ニ示 セバ次 ノ如 シ.
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以上 ハ生殖細胞 發育 ニ關 スルー般楷梯 ニシテ.之 ヲ本研 究材料 ニ就テ ミル ニ,次 ノ如 クニ考

フル事 ヲ得.即 チ10月 末 ヨリ11月 初 メニ當 リテ初 メテ認 メラ レシ男性 生殖細 胞 ハUrsamen

ナ ル ベ ク,コ ノモ ノハ爾後 ノ觀察 中常 ニ分 裂 シテ桑 實状 ニ集 團 シテカノSpermogennecヲ 形

成 セ リ.カ クテ本年4月 ニ至ル ヤ遂 ニ分裂 發育 ヲ完 了 シテ精蟲 ニ移行 セルモノ トス.一 方卵 ノ

發育 モ晩秋 ヨ リ漸 ク著明 トナ リ精蟲 發現 ノ時 ニ於テハ上述 ノ如 キ大 サニ達 セ リ.(附 圖C).飜 ツ

テ思 フニ雌 雄兩 生殖細胞 卜共 ニ存 セ シカ ノ所謂Follikelzellenニ 就 テハ,恐 ラク直接 生殖機能

ニハ干與 スル 二非 ズ シテ,唯 之 ガ發 育ニ参加 セルモノナルべ シ ト信 ゼラル .且 生殖細胞發生 ノ

源 ハ體腔腹膜 上皮ナルべ シ 卜考 ヘラル.

第6章　 結 論

上來記載 ニヨリテ余ハ「いそごかい」ノ生殖細胞發育ニ關 シ次 ノ如ク結論 セントス.

1)本 蟲 ノ生殖時期ハ春季 ニシテ,動 物學上同一系統 ニ屬スル「沙蠶」「いどめ」等 ハ如ク秋ヨ

リ初冬 ニ亙 リテ生殖ヲ行フモノニ非ズ.且 群泳ハ之ヲ證 シ難 シ.

2)余 ノ材料 ニ於 テハ精蟲 ノ發現ハ4月 下旬ヨリ5月 中旬マデノ約2週 間前後 ニシテ,コ ノ

期ヲ過ク レバ殆 ド全ク之ヲ認 メ難 シ.

3)精 母細胞 ノ出現 ヨリ精蟲ノ發見マデニハ實ニ半歳ノ時 日ヲ要 ス.

4)生 殖型 ノ疣足ノ變化ハ先人記載ニ一致ス.

5)生 殖時ハ他 ノ同一系統ノ動物ノ如ク,満 月或ハ新月ニ關係ヲ有スルヤ否 ヤハ後 日ノ研究

ニ俟タザルべカラズ,唯 余 ノ精蟲 ヲ發 見シ得タル期間ハ陰暦3月 末 ヨリ同4月 中旬ニ亙リシ事

ヲ附記ス.

擱筆スルニ當 リ本研究ヲ余島命ジ.終 始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ノ勞 ヲ賜ハリタル恩師生沼教授竝

ニ本動物ニ關シ格別ナル御教示 卜御鑑定ノ勞ヲ 忝ウシタル,前 學習院教授飯塚啓博士及ビ種々御便宣ヲ

與 ヘラレタル高松市明善高等女學校教論杉山鶴吉氏ニ謹 ミテ深謝ノ意ヲ表ス.　(5.7.2受 稿)
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附 圖 説 明

A.材 科16/III 1930.生 殖 細 胞 群 及 ビFollikelzel

len.

B.同 上材 料　 同 上 強 擴 大

C.材 料11/V 1930.體 内 ニ充 滿 セル 成 熟 卵

D.材 料8/V 1930.體 内 ヲ充 タセ ル精 蟲

E.同 上 材 料Dノ 強 擴 大.(黒 色 ニ見 ユ ル個 々 ノ

モ ノハ精 蟲 ナ リ.)
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612. 60
Kurze Inhalisangabe.

Uber die Entwicklung der Geschlechtszellen, besonders der

 Samenzellen von Nereis mictodonta.

Von

Dr. Takewo Baba.

Aus dent physiologischen Institut der med. Universitat Okayama, Japan.

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma).
Eingegangen am 2. Juli 1930.

Es ist eine bekannte Tatsache, dass man bei einigen Arten von Polychaeten zu best

immter Jahreszeit die voll entwickelten Geschlechtszellen in der Leibeshohle findet

 Dagegen lassen sick bei den anderen Arten desselben Genus nicht zu allen Jahreszeiten 

Geschlechtszellen, besonders Samenzellen nachweison. Es scheint mir deshalb sehr in

teressant zu sein zu beobachten, ob sich solche Arten parthenogenetisch fortpflanzen 

oder ob sich die Geschlechtszellen in verbaltnissmassig kurzer Zeit entwickeln und schnell 

den Korper verlassen.

Verfasser hat histologische Untersuchungen uber die Entwicklung der Geschlechts

zellen an Nereis mictodonta, Marenzeller (Isogokai) das ganze Jahr (von Mai des vorigen 

J. bis Juni dieses J.) hindurch angestellt. Die Resultate lassen sich, wie folgt, kurz zu

sammenfassen:

1) Die Urgenitalzellen, besonders die Ursamen, treten erst Ende Oct. oder Anfang 

Nov. in der Leibeshohle auf, obwohl die Ureier schon fruher nachweisbar sind.

2) Die Wurmer kommen im Fruhjahr zur Geschlechtsreife und scheiden dann die 

Geschlechtsproducte aus. Es scheint mir, dass das Befruchtungsphanomen nur innerhalb 

einer kurzen Zeitspanne, d. h. von Ende April bis Mitte Mai, auftritt, da die Geschlechts

producte danach nicht mehr nachweisbar sind. Die Ursamen brauchen also sehr lange 

Zeit, ca. 6 Monate, um die Spermien zu entwickeln.

3) Die Samenzelle besteht wie gewohnlich aus 2 Teilen, d. h. dem Kopf-und Sch

wanzteil. Der Kopf hat eine langlich-ovale Gestalt mit einem sich verjungendem Ende 

und ist ungefahr 3.5ƒÊ. lang und 2ƒÊ. breit. Die Samenzelle betragt als Ganzes ca 25ƒÊ. in 

der Lange. Das voll entwickelte Ei ist kuglig und sehr gross, sein Durchmesser betragt 

etwa 140-1801ƒÊ.

4) Die Umformung an den Parapodien im geschlechtsreifen Zustande entspricht 

ganz und gar den von fruheren Autoren beschriebenen Befunden.

5) Ob die Befruchtung bei Nereis mictodonta ebenso wie bei Nereis osawai zu einer 

bestimmten Zeit (bei der Hochflut der mondloseu Nacht) epidemisch eintritt, konnte ich 

nosh nicht ermitteln.
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